
大元贈敦武校尉軍民萬戸府百夫長唐兀公碑銘の録文と系図

牛根 靖裕

本稿 は、撲 陽歴史文化叢書(程 鳳堂主編)の 一冊 として2003年 に刊行 され た王義 印

編著 『撲 陽碑刻 墓誌 』(中 州古籍出版社)所 収 の 「大元賜敦武校尉軍 民万戸府百夫長唐

兀公碑銘井序」(以 下 「唐兀公碑」と略す)の 拓影 に基づ き、唐兀公碑 の録文 と、碑 文中

の家 系に関す る情報 よ り作成 した閻馬 一族 の系図を紹介す るた めの ものである。

唐兀公碑の概要

唐兀公碑 は、河南省t陽 県の東お よそ15km、 柳 屯鎮楊什 八郎 村の南に ある金堤 と、

その さらに南 にあ る金堤河 との問にあ る 「唐兀祖 埜」 に現存す る。 張相梅 の紹 介文に

よる と、本碑 は1983年 に、閻馬 の子孫 とい う楊 氏が居住 す る楊什 八郎村の 人々 によっ

て、安陽地 区文物管理 委員会 に存在 が伝 えられて、同委員会 によって基礎的 な調査 が

行われた。1985年4月 、1陽 県人民政府 と中原油 田機 関の援助 を得 て、地元の楊 氏の

人 々によって碑 亭が設 け られ 、唐兀公碑 は碑 亭内に安置 された。 また本碑 の傍 には模

刻 された石碑が立て られ た とい う1。

碑身は正 四角柱の方碑 で、各面はそれぞれ縦1.77m、 横0.68m。 鉄石 と碑首 を合わせ

た全高は3.22m。 碑首は碑 身同様 に四角い形 状 を してい る2。

碑文は朝列大夫前國子 司業 の溜 迫が撰 文お よび書丹 した もので 、四面すべ てに刻 ま

れてい る。 第一面は南側 にあ り、第 二面は西、第三面は北、第 四面 は東 と時計回 りに

並ぶ。 各面に18行 、各行 は42字 あ る。 各面上部 には、5文 字ずっ 「大元贈敦武/校

尉軍民萬/戸 府 百夫長/唐 兀公碑銘」 と筆刻 され てい る。

唐兀公碑 の碑 文の録 文は、 これ までに も穆 朝慶 ・任崇 岳、張相梅 、池 内功 らに よっ

て紹介 され3、 『濃 陽碑刻墓誌』 も録文 と碑 の紹介 文(PP.152-155)を 載せてい る。また

碑の製 作依頼者 であ る崇喜(唐 兀崇喜あるいは楊崇喜)の 編んだ 『述 善集』 の巻三 にも

収め られてい る。 しか し文字 の異 同が多 く、簡体 字に よって公表 された ものもあ る。

その後 『f陽 碑刻 墓誌』 の刊行 に よって、初 めて四面す べての拓影 が我 が国にお いて

も見 ることができ るよ うになった。 そ こで2011年9.月24日 と10月29日 に龍谷大学

大宮学舎で開かれ た石刻 資料 の会 において、『{陽 碑刻墓誌』 所収の拓影(pp.58-61)

に基づいて碑 文の再検討 が行 われ た。本稿 は当 日に記録 を担 当 した牛根が 、研究会参

1張 相 梅 「河 南 撲 陽 元 代 唐 兀 公 碑 」(『中原 文 物 』!996 -3
、1996年)P.91。

2孫 徳 萱 ・張相 梅 「元代 蓋 頂 式 建 築 模 型 一 唐 兀 公 碑 」(『中 原 文 物 』1992-1,1992年)。 国 家 文 物 局 主 編

『中 国 文物 地 図集 河 南 分 冊 』(中 国 地 図 出版 社 、1985年)pp.150-151,p・304。 池 内 功 「河 南 にお け

る元代 非 漢 族 諸 族 軍 人 の 家 系 」(松 田孝 一編 著 『碑 刻 等 史料 の総 合 的 分 析 に よ るモ ン ゴル 帝 国 ・元 朝 の 政

治 ・経 済 シ ステ ム の 基礎 的研 究 』 平 成12-13年 度 科 学 研 究 費補 助 金 基盤 研 究(B>(1)研 究 成 果 報 告 書 研

究課 題 番 号:12410096,2002年)pp.42-43等 を参 照 。

3穆 朝 慶 ・任 崇 岳 「『大 元賜 敦 武校 尉 軍 民 万 戸府 百 夫長 唐 兀 公 碑 銘 』箋 注 」(『寧 夏 社 会 科 学 』1987-1
,1987

年)。 張 相 梅 「河 南 漢 陽 元 代唐 兀 公 碑 」。 池 内功 「河 南 にお け る 元代 非 漢族 諸 族 軍 人 の 家 系 」。
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加者か ら提 示 され た意 見を参照 しつつ、改めて唐 兀公碑 の録 文 と閻馬一族 の家 系図を

作成 した ものであ る。

間馬0族 の家系について

今回作成 した系図では、名 を記 され た女性 たちを強調す るた め、碑文 中で 「女」 と

のみ記 されてい る女性 については ○ で表 した、,また唐 兀公碑 に記 され ている人物の

数 は、合計で105名 と多い、,全ての人を載せ た系図(図1)は 非常 に長 く大 き くな っ

て しまったため、唐兀公碑 の叙述 に従 い、閻馬 の子 の世代 で分けた系図(図G図7)

も示 した。

唐兀公碑に記 され る閲馬一族 の家 系に関 して、陳高華 ・池内功両氏 は、碑主の タン

グ ト(旧 西夏)出 身の閻馬一族 の経歴 か ら、彼 らは開州一帯 に駐 屯 した探馬赤 軍で あ

る と考 えた。駐 屯 して屯 田を行 った探馬赤軍百戸長た ちは、お互いに婚姻関係 を結び、

擾付 された 「草地 」にお いて、次第に農耕 を行 うよ うに なって地主化 して 、子孫 には

学問 によって登用 され る者 も現 れた ことを明 らかに した。 また陳高華氏 は閲馬一族 と

姻戚関係にあ るカルル ク出身 の伯顔宗道 の家 との類似 点 を挙げ、両家 は同 じ探馬赤軍

団に属 していた ことを論 じている4。

唐兀公碑では、名 を記 され てい る女性 が、唐兀 台の妻 の九姐の ほか、閻馬の娘 の遮

訥 、閻児 の娘 の玉珍、当児の娘 の智珍 の三名いる。遮訥 はカルル ク(A刺 魯)の 普化5

に嫁 ぎ、玉珍 は 「本衛 蒙古士」6の 朶烈禿 に嫁 いだ。 遮訥 と玉珍の婚姻 は、閻馬 一族

と姻族 との関係 の維持や 、閻馬 一族 の所属す る軍組織 内での有 力者 との婚姻関係構築

のために行われた と考え られ る。 また費珍 が嫁 いだ蘭陽県務 司副使 の添孫 につ いては

不 明だが、蘭陽県は河 南江 北等処行 中書省 の沐梁路 に属 し、開州の南 に隣接す る黄河

河畔の地であ り、開州 と河南 を結ぶ交通路 にあた る。添孫 が蘭陽 県の在地の有力者で、

開州 にも影 響力を持 っていた可能性 があ るので、實珍 の婚姻 も、閻馬一族 に何 らかの

利益 をもた ら したため、名 を記 され たのではなかろ うか。唐兀 公碑 では、「武 徳將軍武

衛親軍千戸所達魯花赤」の長安 と結婚 した達海の娘の一人や 、「蒙古軍左手 萬戸府鎭撫」

の保保 と 「本衛 千戸」の関住 に嫁 いだ鎮化台 と衰氏 の問の娘二人の よ うに、配偶者が

それぞれ要職 に就 いていて も、名を記 され ていない人物 もい る。 このこ とか ら考 える

と、湛訥 ・玉珍 ・春珍 の三名 は、閻馬一族 の生活や社会 的な立場 を強固にす る重要 な

役割 を果 た した女性 たちであったのか もしれ ない。

閻馬0族 と婚姻 関係 のある人物 につ いては、カルル クの伯顔 を除 くと、 どの よ うな

人物なのか明 らかにできない。非漢人 と思 われ る集 団名 を冠す る配偶者は 、カルル ク

4陳 高華 「『述 善 集 』両 篇 碑伝 所 見 元 代 探馬 赤 軍 戸 」(『慶 祝 何 薙 全 先 生 九 十 歳 論 文集 』 北 京 師 範 大 学 出版

社,2001年,pp.456-470.陳 高華 『元 朝 史 事新証 』 蘭州 大 学 出版 社,2010年 に再 録)。 陳 氏 の 論 考 は 舩

田 善 之氏 に よ り 日本 語 訳 され て お り(『 史滴 』24,2002年,PP.!14-129)、 舩 田 氏 に よ る補 注 も有 用 。 池

内功 前 掲 論 文 。

5子 の慶 安 が軍 民 万 戸 府 百戸 と記 され て い るた め
、 普 化 自身 も軍 民 万戸 府 に 関係 す る人 物 で あ る 可 能性

は 高 い と思 わ れ る。

6唐 兀 公 碑 の文 中 にお け る 「本 衛 」 は
、 達海 と崇 喜 の 父 子の 「左1"」'1蒙古 侍 衛 親 軍 」 の こ とで あ ろ う。 唐

兀 公 碑 の文 中 で は 、「軍 民 萬 戸府 」・「塔 塔 裏 軍 民 屯 田 萬 戸府 」・「塔 塔 裏 軍 民 萬 戸 府 」を指 す と思 われ る 「本

府 」 と区別 して用 い られ てお り、 ま た 『述 善集 』巻 三で は 、 「本 衛 千 戸 關 住 」 を 「左 鰯 蒙 古 侍 衛 千 戸 関 住 」

と記 してい る。
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(恰刺魯)氏 を癸 った三例 、カルル クへ嫁 いだ四例 、 フ ウシン(旭 真、旭申)氏 を婆 っ

た三例、フウシ ンへ嫁 いだ一例 、ナイマ ン(廼 蛮、乃蛮)氏 を嬰 った三例、ナイマ ンへ

嫁いだ一イ列、ケ レイ ト(怯 烈)氏 を嬰 った一例が見 られ る。

モ ンゴル の皇室 では、特定 の家族 間で、妻 の兄弟 の子 に娘 を与 える 「世代をず らし

たギブ ・ア ン ド ・テイ クの女性 の交換 を行 う婚姻 関係」 が見 られ ると宇 野伸浩は論 じ

てい る7。 本稿 に示 した系図 を見る と、閻馬一族 の婚姻 関係 に も、カルル ク との婚 姻

が多 く見 られ るが、唐兀公碑 に現れ るカルル ク との婚姻 は、特 定の一つの家族 との婚

姻 関係 であったのか、現在の ところ明 らか にで きない。

この家 系にお ける傾 向 として、以下 のこ とが挙 げ られ よ う。 間馬 はカル ル ク氏 を婆

り、閲馬一族 と最 も婚姻件数 の多いカルル ク氏 との婚姻 関係 が始 ま るが、達海 ら間馬

の子 の世代 では、買児がナイマ ン氏 を嬰 ったほかは、遭訥 がカルル クの普化 に嫁いだ

のみで、漢人 との婚姻が多い。 しか し崇喜 らの孫 の世代 では、カルル ク ・フウシン ・

ナイマン ・ケ レイ ト等 との婚姻件数が多 くなってお り、 この世代 間の婚姻 関係 の違い

は注 目できる。 またカルル ク氏 との婚姻は、二男 の鎮化 台 と四男 の当児の家 には見 ら

れず 、蒙古軍 の将校 との婚姻 も、長男の達海、二男の鎮化台 の家 に集 中 してい る。

今後の検討課題

唐兀公碑については、碑文の撰文された正確な時期や、至正十六年に立石 された経

緯、正四角柱の少々特異な形状の石碑が作成 されて現在まで残ったことの持つ歴史的

な意義などが、未だ明 らかにはされてお らず、今後も検討すべき点がある。

また閻馬一族は開州撲陽県の東に 「民 と相い参住」 して集落を築いた。彼 らの入植

地は漢陽県の東南の十八郎塞を中心に、東は撲州郵城県西南張村保青窩村(鎮 化台)、

西は官人塞店の西(閻 児)に わたっている。そ して天暦二年や至正四年か ら五年にか

けての飢饅に際 して、土地の住民の救済を行い、政府へ も 「入粟補官」をす るほ どの

富農 となった事実は、元代、特に14世 紀半ばの開州や1陽 の社会情況を考察する上で、

非常に有用な史料である。

それだけでなく、唐兀公碑には、地方鎮戌に派遣 された探馬赤軍の実態の解明にも

関わる、興味深い情報が記されている。すでに陳高華、池内功両氏 も論 じているが、

間馬は 「山東河北蒙古軍戸」か ら 「左栩蒙古侍衛親軍」へ籍を移 されてお り、また開

州漢陽県の東に草地 と宿州霊壁県東南藍溝村に別駆を与えられている。 これ らは探馬

赤軍の指揮系統あるいは軍戸の戸籍管理 と、駐屯地 ・屯田地の配置 とが、どのように

設定されていたのかを考察するための一例 となろう。探馬赤軍は、オゴデイやモンケ

の治世にモンゴル帝国の全ての辺境へ派遣 されてお り、唐兀公碑より得 られる情報は、

モンゴル帝国史全体にも有益なもの とな りうると考える。

本稿において作成 した唐兀公碑の録文、家系図が、向後のモ ンゴル帝国史研究、元

代史研究の一助 となれば幸甚である。

(うしね やすひろ 立命館大学)

7宇 野 伸 浩 「チ ン ギス ・カ ン家 の 通 婚 関係 に み られ る対 称 的 縁 組 」(『国 立 民 族 学 博 物 館 研 究報 告 別 冊』

第20号,1999年,pp.・i)。
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卒
得
年
四
1.
有
ヒ
聖
王
氏
年
六
十
有

二
而
康
健
子
六
人

女

一
人
玉
珍
長
日
換
住
嬰
恰
刺
魯
氏
子
三
人
長
福
安
次
延
安
次
善
安
女

一
人
適
儒
士
閻
閻
次
日
留
住
早
卒

次
口
教
化
聖
高
氏
予
。∴
人
長
保
安
次
祐
安
次
砧
安
次
日
伯
顔
取女
彰
氏
女
二
人
次

日
春

興
取女
張
氏
子
二
人
長

安
見
次
歪
頭
次
日
繊
僧
未
嬰
K
珍
適
本
衛
蒙
占
士
朶
烈
禿

當
見
府
看
之
第
四
子
也
嬰
馬
氏
早
卒
子

.
人

帖
睦
聖
廼
攣
氏
子
四
人
長
婁
安

以
軍
功
除
固
始
縣
達
魯
花
赤
取女
高
氏
次
衛
安
次
添
見
次
盧
安
女

一
人
再
取女

孟
氏
狩
四
人
女

、
人
春
珍
長
日
不
老
婆
怯
烈
氏
丘

.、人
長
童
見
聖
乃
蟹
氏
次
道
見
次
徳
安
次
口
脱
脱
聖
孔

氏
倶
早
卒
次
日
廣
児
更
名
伯
顔
普
化
國
子
生
至
正
四
年
因
勧
羅
拝
爵
受
將
仕
郎
濟
寧
路
金
郷
縣
務
司
提
領

取女
旭
申
氏
r

一
人
關
住
女

一
入
次
日
野
倦
普
化
亦
因
勧
羅
以
拝
其
爵
受
將
仕
郎
長
蔵
盤
運
司
利
民
場
司
令

取女
劉
氏
.r
.
人
吟
刺
實
珍
適
蘭
陽
縣
務
司
副
使
添
孫

買
見
府
君
之
第
五
子
也
泰
定

五
年
配
月
一二
日
以
病

卒
年
僅
三
十
有
九
聖
乃
蟹
氏
子

、
人
拝
住
聖
李
氏
早
卒
再
嬰
旭
申
氏
女
三
人
長
適
吟
刺
魯
氏
保
住
次
適
恰

刺
魯
氏
寳
童
次
適
乃
攣
氏
買
住
拝
住
女

一
人

逸
訥
府
君
之
女
也
適
恰
刺
魯
氏
普
化
早
寡
以
孝
飾
聞
有
子

.
人
慶
安
又
名
脱
脱
充
軍
民
萬
戸
府
百
戸
鳴
乎
観
其
子
孫
之
榮
盛
則
其
祖
考
之
積
累

不
無
啓
手
前
観
其
祖

考
之
勤
倹
則
其
子
孫
之
獲
達
宜
乎
豊
r
後
　
唐
兀
氏
自
賀
蘭
始
祖
啓
慶
源
於
其
端
而
敦
武
府
君
以
子
然
孤

童
勤
倹
起
家
功
著
干
國
而
不
求
其
報
則
其
弄
孫
榮
盛
而
獲
達
殆
有
以
溶
慶
源
於
其
後
蝕

.
門
之
中
榮
鷹

寵
渥
長
百
夫
者
父
子
昆
弟
不
帝
敷
人
r
孫
及
家
人
無
慮
近
萬
指
筍
非
祖
考
積
累
之
功
璽
致

是
猜
歎
盛
哉

銘
日賀

蘭
右
族
蹄
順

國
初
擁
属

聖
冑
彊
梗
是
鋤
鶉
金
歴
宋

不
避
勲
虞
未
及
受
禄
抱
勲
以
租
奇
哉
敦
武
零
丁
孤
苦
生
未
十
齢
居
無
寧
所

震
依
所
親
長
隷
行
伍
裏
簗
之
攻
多
獲
醜
虜
大
勲
未
酬
慨
然
蹄
休
濟
貧
位
医
鯨
鑛

田
疇
延
師
謳
子
道
義

是
求
貧
而
好
學
願
代
束
脩
子
女
匝
食
乃
贈
於
室
乃
室
乃
蹄
偉
遂
所
適
貧
弗
能
官
我
叙
其
職
亡
不
能
葬

我
資
其
力
有
子
有
孫
家
道

裕
温
恩
加
三
命
壽
喩
八
旬
慶
分
五
狐
春
漏

一
門
森
森
翠
栢
惟
公
之
墳

至
正
十
六
年
六
月
吉
日
立
石

大
都
劉
公
亮

平
川
任
誠

韓
温

張
徳
林

刊

14



【
第

一
面

】

大兀贈

 

敦武

【
第

二
面

】

校尉軍民萬

i817161514131211109876543213635343332313029282726252423222120】9

大
元
贈
敦
武
校
尉
軍
民
萬
戸
府
百
夫
長
唐
兀
公
碑
銘
井
序

朝
列
大
夫
前
國
子
司
業
魏
郡
溜
迫
撰
井
書
石
笈
額

敦
武
校
尉
左
栩
蒙
古
侍
衛
百
夫
長
崇
喜
状
其
祖
軍
民
萬
戸
府
百
夫
長
府
君
行
實
請
日
異
在
成
均
深
蒙
教
養

獲
踏
上
舎
積
分
入
等
已
豫
會
試
侯
貢
有
期
奈
戸
隷
蒙
古
兵
籍
爲
門
戸
計
弗
獲
已
傭
就
武
職
荷
祖
宗
之
積
累

畳
蒙

恩
寵

一
門
之
中
父
子
昆
弟
成
贋
武
爵
褒
封
祖
孜
榮
及
存
没
誠
子
孫
之
至
願
也
然
先
世
潜
徳
筍
不
託
鈍
筆
銘
諸
碗

淡
不
惟
無
以
示
後
人
而
百
世
之
下
亦
安
知
饒
慶
之
所
自
哉
敢
再
拝
請
余
素
嘉
其
有
志
嗜
學
且
從
游
久
固
不

敢
以
不
敏
辞
謹
案
府
君
誰
閲
馬
唐
兀
氏
其
父
誰
唐
兀
台
世
居
寧
夏
路
賀
蘭
山
歳
己
未
雇
從

皇
嗣
昆
仲
南
征
牧
金
破
宋
不
避
歎
険
宣
力

國
家
嘗
爲
弾
駆
累
著
労
数
方
議
超
擢
年
六
十
鹸
以
疾
卒
於
螢
戌
其
妻
名
九
姐
年
五
十
餓
先
卒
時
府
君
甫
十
歳
許

別
無
恒
産
依
所
親
螢
次
以
居
即
崇
喜
之
祖
也
及
長
成
丁
優
於
武
藝
攻
城
野
戦
園
打
嚢
焚
諸
庭
征
討
多
獲
功

賞
然
性
悟
退
不
求
進
用
大
事
既
定
遂
来
開
州
撲
陽
縣
東
機
付
草
地
與
民
相
参
住
坐
後
置
荘
於
草
地
之
西
北

官
人
塞
店
東
南
十
八
郎
塞
爾
堤
之
聞
卜
螢
於
本
宅
之
西
北
堤
南
道
北
爽
境
之
地
親
螢
家
塘
栽
植
柏
楊
乃
遷

其
考
批
而
安
葬
焉
至
元
八
年
籍
充
山
東
河
北
蒙
古
軍
戸
十
六
年
奉

旨
選
充
左
栩
蒙
古
侍
衛
親
軍
参
十
年
編
類
入
籍
累
得
功
賞
馬
匹
楮
幣
弗
肯
過
移
用
之
有
節
推
其
蘇
以
済
郷
黛
之

置
乏
錐
幼
在
戎
行
然
好
學
向
義
勤
於
稼
稿
嘗
言
寧
得
子
孫
賢
莫
求
家
道
富
常
厚
禮
學
師
以
教
子
孫
郷
人
家

貧
好
學
者
悉
爲
代
其
束
脩
禮
親
戚
有
貧
弗
能
育
其
子
女
者
府
君
輯
與
其
直
賭
之
以
養
於
家
或
日
他
人
之
子

女
費
銭
以
養
育
畢
竜
是
他
人
府
君
日
不
然
此
非
汝
所
知
也
子
女
之
父
母
貧
乏
弗
能
自
存
得
銭
足
以
活
己
故

諺
日
減
口
勝
添
根
其
子
女
在
吾
家
又
得
飽
媛

一
塞
而
雨
全
他
日
將
養
成
人
女
備
装
奮
以
嫁
男
備
聰
財
以
嬰

所
費
幾
何
郷
人
有
死
弗
克
葬
者
則
與
喪
具
米
根
以
葬
之
其
父
祖
有
官
而
子
孫
不
能
襲
麿
者
則
與
楮
幣
鞍
馬

爲
之
起
復
公
文
以
襲
麿
之
若
此
者
十
有
餓
家
又
置
産
於
宿
州
霊
壁
縣
東
南
藍
溝
村
以
爲
別
駆
致
和
元
年
九

月
二
十
有
八
日
以
天
年
終
於
正
寝
享
年
八
十
有

一
祖
母
恰
刺
魯
氏
紡
績
織
紆
佐
夫
内
治
倹
而
好
禮
和
以
睦

族
至
元
後
三
年
三
月
十
有
九
日
以
疾
終
享
年
八
十
有
二
子
五
人
長
達
海
次
鎮
化
台
次
閻
見
次
當
見
次
買
見

女

一
人
日
湛
訥

達
海
即
崇
喜
之
父
也
以
崇
喜

恩
封
忠
顯
校
尉
左
端
蒙
古
侍
衛
百
夫
長
取女
孫
氏
年
七
十
有
二
而
康
壽
封
恭
人
忠
顯
性
資
温
厚
仁
慈
堂
弟
祖
母
・

亡
之
後
凡
諸
家
所
假
細
粟
楮
幣
之
類
悉
命
焚
其
券
以
年
難
免
索
也
貧
者
莫
不
徳
之
其
典
買
地
土
契
券
命
崇

喜
整
治
牧
頓
戒
之
日
夫
契
者
家
業
之
基
祖
先
所
遺
祭
祀
供
需
之
源
宗
族
衣
食
之
本
誠
爲
重
事
本
塞
誉
老
等

蔭
随
郷
會
名
日
龍
祠
郷
社
義
約
因
襲
之
弊
尚
於
奢
修
以
酒
饅
相
衿
忠
顯

一
日
来
會
言
於
衆
日
郷
社
之
禮
本

以
義
會
風
俗
之
美
在
於
禮
交
是
會
之
設
本
欲
敬
神
明
祈
雨
澤
救
災
憧
患
厚
本
抑
末
周
済
貧
乏
優
関
劣
濁
弗

憶
習
奢
至
此
甚
非
可
久
之
道
大
爲
不
可
遂
愈
議
創
置
社
籍
定
其
賞
罰
斜
酌
古
禮
合
乎
時
宜
凡
可
行
之
事
當

戒
之
失
悉
載
於
上
永
遠
恪
守
推
塞
年
高
有
徳
才
良
行
脩
之
士
以
掌
其
簿
至
今
遵
行
郷
里
頼
之
如
縦
放
頭
匹

践
躁
田
禾
非
禮
飲
酒
失
誤
農
業
好
樂
賭
博
交
非
其
人
不
孝
不
悌
皆
在
所
罰
祖
先
埜
域
薔
僅
壼
畝
今
磧
爲
畝

者
十
親
詣
指
書
命
崇
喜
栽
植
柏
楊
東
西
南
北
皆
有
倫
理
購
墳
地
至
二
百
餓
畝
内
有
所
産
以
供
祭
祀
天
・
兵

興
起
遣
漸
丁
蒙

朝
廷
差
来
官
選
委
爲
百
夫
長
忠
顯
恐
烏
合
之
衆
有
害
於
百
姓
乃
諭
於
衆
日
他
家
即
己
家
彼
我
有
父
母
安
可
惟
知

有
己
而
不
知
有
人
乎
衆
皆
感
悟
循
行
正
道
無
有
害
於
百
姓
者
其
位
貧
濟
困
克
紹
先
志
至
正
四
年
七
月
五
日
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